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巻 3号（2009 年,4 月）， 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Kobayashi, I., Ooe, H., and Nunokawa, H.: Development of acommunication system using monitoring of 
respiratory sinus arrhythmia (RSA) for persons with severe motor and intellectual disabilities. 
International Proceedings of 10th Congress of European Federation forResearch in Rehabilitation -EFRR-, 
pp. 51-53, Medimond s.r.l., 2009. 
2) Naohito Ogasawara, Kiwamu SATO and Hiroshi NUNOKAWA, THE DESIGN OF A COMMUNICATION MEDIA THAT TRANSMITS 
A FAVOR, INTERNATIONAL CONFERENCE ON KANSEI ENGINEERING AND EMOTION RESEARCH 2010, pp.1417-1425, March 
2010 
3) Kobayashi, I., Nunokawa, H., and Ooe, H.: i-HR System: Analysis and Application of Heart Rate Responses 
for Interaction between Individuals with Severe Motor and Intellectual Disabilities and Others. DVD
Proceedings of HCI International 2009, pp. 936-940, 2009. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 佐藤究, 佐藤奈摘, 小笠原直人, 布川博士，共有ブロックを用いた実物体共有対称型遠隔地作業支援システム，
情報処理学会研究報告, Vol. 2010-GN-75, No. 15, 2010 年 3 月 
2) 佐藤究，中里拓，木戸場裕政，吉澤優，小笠原直人，布川博士，エピソード記憶に基づいた情報検索システム，
平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会予稿集，2009 年 8 月 
3) 畠山卓也，佐藤 究，小笠原直人，布川博士，鏡メタファを用いた実世界指向インタフェースに基づく情報端末，
平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会予稿集，2009 年 8 月 
4) 李雪佳，土屋一也，小笠原直人，佐藤究，布川博士，食事バランスサポートシステムにおけるユーザエクスペリ
エンスの向上に関する研究 ，平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会予稿集，2009 年 8 月 
5) 小笠原直人，佐藤究，布川博士，“対人好意伝達のためのコミュニケーションメディアの設計”，第 11 回日本感




z 文部科学省科学研究費 挑戦的萌芽的研究、” 調理における感性の抽出と記録およびその再生に関する研究” 





















（社）宮城県情報サービス産業協会  参与  
東北情報サービス産業懇談会 顧問 










1) 日本感性工学会 理事 
2) 日本感性工学会 論文誌編集委員 
3) 日本感性工学会 感性事業部会 部会長 
4) 日本感性工学会 第 10 回大会 実行委員会 
5) 情報処理学会東北支部 評議員 
6) 電子情報数新学期，日本感性工学会、国際会議(KEER2010 等)等 査読 
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1) 座長 FIT2009（第 8回情報科学技術フォーラム） 
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  図 1：視線によるコミュニケーションメディア           図２：スクリーン画面 
